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クリーンセンター発煙・火災事故対策における松下玲子市長の姿勢に対して 

猛省を求めるとともに徹底的な原因究明と再発防止策を求める決議 

 

去る６月 12 日に行われた、平成 30 年第２回定例会一般質問の場で松下玲子市長か

ら市の責任者として看過できない発言があった。一般質問の内容は、新クリーンセン

ターが稼働してからこの半年で４度も発煙・火災事故が発生するという異常事態に対

するものであった。また質問が行われた当日には５度目の火災も発生した。 

質問をした議員が、「市長は、クリーンセンターで５度も火災が発生したことを、

正常なことと思っているのか」という旨をただしたところ、市長から「正常か異常か

判断することではない」との発言があった。これは、市の責任者として余りにも人ご

とのような発言であり、クリーンセンターの火災という一大事に対して責任感に欠け

る姿勢であると言わざるを得ない。また、本来ならば、市長が先頭を切って再発防止

に取り組まなければならないところであるが、このような姿勢では職員の再発防止に

対する士気の低下にもつながりかねない。 

当該定例会中、複数の議員からも市長の発言に対して問題が指摘されたところであ

り、クリーンセンター火災事故に対する市長の姿勢には議会としても厳しく受けとめ

なくてはならないと考える。 

６月 13 日の本会議冒頭で、市長から「一連の火災に対して重く受けとめる」旨の

発言があったが、議員からの指摘によってやむを得ず行った感は否めず、５度の火災

事故に対して、本当に責任を感じ反省の念を持っての発言だったのか、疑問に感じざ

るを得ないものであった。真の問題解決に必要なのは、形式的な反省の弁ではなく、

市長が事の重大性を認識し、責任感を持ってリーダーシップを発揮させること以外に

ないと考える。 

クリーンセンターは、建設・運営費合わせて 200 億円以上の大事業であるとともに、

市の内外からも大きな注目を集めている施設である。市長は、クリーンセンターにお

ける一連の発煙・火災事故で多くの市民が心配と不安を感じていることに対して、一

日も早く信頼回復に努めなければならない。 

以上のことにより、松下玲子市長には、クリーンセンター発煙・火災事故対策にお

ける姿勢に対して猛省を求めるとともに、新たなる決意と覚悟のもと、徹底的な原因

究明を行い、再発防止に努めることを強く求めるものである。 

以上、決議する。 
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